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例会目 火曜B 12 : 30

例会場 愛知厚生年金会館
事務局 TEL763-5110FAX763-5121

会晨 吉圏節美

幹事 石黒正則

会報･雑誌委員長大口弘和

題写黒野清宇

ロータリーの夢を追い続けよう FOLLOWYOURROTARYDREAMNo.19

1998～99年腿RI会長シエームスしレイシーー

矛…………淫きようの例会侭…智歸…率笥
;第785回平成10年12月17日(木） 囎
曜雨率割鍾……響続琴認歸…琴億歩…響穏響嶽箏侭……塁

中根三郎君結蟠記念日汎い。

深見章君誕生日祝い。結僻記念日祝い。

石黒幹事報告
年末会員家族懇親会

於：名古屋観光ホテル 1811寺～

へ

l .次回例会は、年末会員家族懇親会で17日休)、午後

611寺より名古屋観光ホテルにて開催致しますので、

15日の例会はございません。

尚、当日歴代会長・ ﾘ判『さんに参加頂きます合1IM

では、当クラブブレザーを着川いただけたらと思い

ますので宜しくお願い致します。

2．錦ロータリークラブより、 「ふれあいクリスマス

コンサート」の招待チケットが5枚きております。

ご希望の方は、受付に置いてありますのでお帰りに

お持ち下さい。

矛……響侭率碧先週の記録 ‘債ﾂ響'侭智侭……蝋
;第784回平成10年12月8日（火） 曇り ；
唯侭夢‘損ｼ淫,侭響壷答侮淫,侭琴《,§ｼ鍵,"ﾐﾂ鰹)侭"侭響嗣響‘黄ｼ智侭響嗣鰹』屏淫,戸啓一酸

囹"それでこそロータリー”

囹黙想～太平洋戦争～

囮出席報告

会 貝 70(65)名 出席 48名

出席率 7385％

前々回 11月241二I (修正出席率) 98.46%

園ビジター紹介 4名

闇ゲスト紹介
日本モンゴル文化協会理事長

久野昭治氏

尾関クラブ奉仕委員長よりお願い

皆様の小銭を頂城するということで、ペティBOX

と名付けた竹筒を例会場の受付に置かせて頂き、半年

がたとうとしております。皆様の善意も大分軍くなっ

て参りました。有難うございます。

ここで皆様からのお許しが頂けましたら、 このペ

ティBOXを割ってオユンナ基金の一部に当てたいと

思います。

又、来年度は新しいペティBOXを用意致しますの

で、皆様の善意のご協力、宜しくお願い致します。

’ ニコボックス

秋山茂則君昭和16年12月8日を思い出す。

伊豫田博明君オユンナ児童蕪金への御協力ありがと

うございます。

加藤大豐君名古屋女子マラソンで育った高橋選手、

おどろくべき日木新記録での金メダル、おめでとう!！

西川豊長君吉|刑会長おめでとうございます。

大谷和雄君ホームクラブご無沙汰で申し訳ありま

せん。

鷲野義明君城1_1.1八l附宮様、吉田会長様、お世話に

なりました。

吉田節美君西川様、ありがとうございました。

足立一成君、二村聰君、萩原喜代子さん、林哲

央君、池田隆君、石黒正則君、伊藤健文君、河

村政孝君、菊池昭元君、小山雅弘君、久保田皓

君、久野峯一君、黒須アイ子さん、松居敬二君、

水野賀績君、水谷祥督君、中山信夫君、成田

良治君、西野英樹君、鷺谷龍男君、佐野寛君、

鈴木正男君、鈴木理之君、田中昭二君、舎人

経昭君、和田正敏君、吉田玄君アジアオリン

ピックではマラソンの高橋選手をはじめ、次々と金メ

ダル、 うれしい限りです。

へ

吉田会長挨拶

本日はお客様として日本モンゴル文化協会の久野理

4ﾄ長様をお迎えしております。

さて、今日は奇しくも12月8日でございます。皆様
こん

お忘れかも知れませんが－今8日未明、西太平洋に

於いて米英軍と戦|Al状態に入れり－ラジオのかん高

い声を当時校庭の片隅で聞いた57年前の12月8日を今

もハッキリと憶えて居ります。その後の戦況は、敗退

に次ぐ敗退、名古屋を始め本土の目ぽしい大都市への

空襲、広島・長崎への原爆投..|くで街は廃嘘となり、 3

年8ヶ月に及ぶ悲惨な峨争は終りました。その終った

8月15日は、戦争を全く知らない世代にもそこそこに

理解されて居る様でありますが、 ｜司じ時代に生きなが

ら12月8日を話題にする人は少なく、終った時はやれ

やれと云うのが本心で、 これからどう云う風に生きよ

うかと未来がありましたが、始めた日は12月8日なの
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llI 本年度会長テーマ 21世紀の懸け橋になろう 本紙は|坪|;級を他附しております



かと問えばむろんNOの返りﾄが返って来ると思います。

それはそれは災い1 1本の砿| lil iﾐ侭への道のりの一過ｲ'i!

にすぎなかったからです。

1931年に始まった満州事変「ここは御阿の何l'1. 1 I!離

れて遠き満州の赤い夕陽に照らされて」とIIIIった'|#が

子供の頃乍ら記憶の片隅に残ってII}ります。

昭和12年l l ! | !峨争、そして太､|え洋峨争・いわゆる15イド

戦争．、 ｜｣本はそもそもどこのli;lと戦争･をしたのかと|ﾊl

われるとその返符に困ってしまいます。

もはや速い片となってしまった様に思える「典珠

湾｣、併し乍らそれをめぐる朧史I認識の深い断絶を忘

れてはいけません。

さる1997年l()1 1と云えば昨年でございますがl ';ll"

的な注'三Iの11'で米I ';|訪問を|ﾙl始した!II I:1:lの江沢乢l 'il家

主席が第一歩をしるしたハワイのホノルルで、 1‘〔先に

赴いたのは「典珠湾」即ちバールハーバーでありまし

た。旧I~1本'iliの奇襲攻喉で撃沈されたアリゾナで、戦

没者の慰霊碑に花束をささげたのは何を意味するか、

色々深い政流的な思惑が見られますが、当時の| |本人

をあれ程振るい厳たせたバールハーバーであります

が、米IKIにとっては全く逆の感じしかないのではない

かと思います。

昔を今度呼び起こし「真珠湾」をめぐる朧史を忘

れては、 1 1本のこれから進むIIIき道も失ってしまうか

も知れない様な感じのする12118 1 1であります《，

て、お金でも持って行けばと思っていたが、実は彼女

は、モンゴルの孤児院のr供述に、師年おl:朧を持っ

て行ってました。

1 I本に州I}って来た彼女は、涙をこぼしながら、 「今

モンゴルで大変な事が起きている。ストリー|、 ．チル

ドレンが社会問題になっている、何とかこのf進を助

けたい」と私に訴えてきた，

文化交流だけをI I的に活動して来た私達は、 ~ﾄ|:会の

領に思いが篭らず、深くj又省をさせられた。 「罪のな

い子供達が社会の巾で撰牝になって行く、 この了供達

に恨みを持って、大人になってほしくない」と語り続

ける彼女に、我々は早速活助を展開する事にした。

新聞紙|･で、神戸の被災背支援の活動を兄られた、

梶朧lll支I;~叫知'|‘が、モンゴルの孤児を救おうと、知事

白ら二I'iﾉjl 1lを集めていただき、協会の募金合わせて

九百万l 11で、オユンナ児厳堆金がモンゴル|玉|でi没立、

財I､II化され、ティムーレルと!;う名前の孤児院が誕ﾉ|ミ

し、現/ﾋ、約10名の子供を旗かっている。

民生化と共に11本にやって来たオユンナが、その歌

声で交流の輔い火を灯し続け、今やモンゴルブームと

云ってもぶい過ぎではない。

liljl'ilの反人達の熱い思いで生まれたl'il際交流の輪、

互いに助け合い、共に生きる春びを確実なものに育て

ていかなければと思っている。

へ

お知らせ
〆 、
2週にわたって皆様からご脇ﾉJ頂いた「オユン

ナ堪金」は12/1には58.00()ILI ､ 12/8には60.000

IrIと集まりました。又、久野昭治氏より識淡料を

頂いておりますペティBOXは34.815円あり、合わ

せて年末会員家族懇親会にてオユンナさんに雅金

を”‘し致します｡ご協ﾉjありがとうございました。

ペティBOXにつきましては、 I期もご協ﾉJをお，
、願い致します。 ノ

囹講演

"オユンナ基金について”

I]本モンゴル文化協会即'|I長久野昭治氏
←

：

例会変更のお知らせ

名TIi"l)WRC 12/2:l(,k)年忘れ家族会の為、ナゴ

ヤキャッスルにて17:30~

名古膿火弧RC l2/24(*)そば例会の為、 11時～

名TIil墨瑞聴RC 12/24(木) |:!WII又曾会の為､八勝館にて

名占屋4(ifiRC 12/21(lt)忘年家族会の為、 17:30~

名古屋'1W耐RC 12/24(*)忘年家族会の為、 12/26(Ij

l8時

名iliﾉ發港RC 12/25(櫛忘年家族会の為、 12/23(10

あまRC l2/28(l 1)年末家族公の為、 12/25(f)

16:30～

名占膿錦RC l2/29(10家族忘年会の為、 12/26(Ij

に変更

※ホテル休館の為、 12/29サイン

受付はありません。

名,li歴名北RC 12/30(水)家族忘年会の為、 12/26(Ij

に変更

名古隠名駅RC 12/30(水)定,飲第4条第1節2項に
より12/2,1(k)

へ

;§

I]本l玉i民を鰹憾させた、阪神淡路大震災をテレビで

見ていたオユンナは、 『私に出来る蝋で何かをしたい、

出来る人が、 II II来る時に、出来る事を』と、早速彼女

は中I 1新|＃l社会冊祉事業同lへ、 li l･〃円の大金を持っ

て行った。

オユンナの父は国立芸術火'γ:の教授で、給料はII4x

円にして約lifl i1です。

私は、 H本人でもこのような大金を寄附する人はほ

とんどいないと反対をしたが、彼女は『今このお金が

無くても、私はﾀﾋぬわけではないから』とIEIでのl'lj"l

の厳しいﾉk滴もI削りみようとしませんでした。

そして、その' ~Iから、オユンナの意志を実現すべく、

I~1本全l.lilでのチャリティーコンサートを計画しまし

た。五ヶI1間で約281IJIコンサートを実施、助け合いの

喜びを歌にたくして、充実した| ｜々を過ごし、その年

の弊れにモンゴルに洲'}国、いつものように、 トランク

いっぱいの典fを持って･･･…。 フ|&行場カウンターでは、

お決まりのオーバーチャージ、私は、無駄なリドはよし

園次回例会（12月22日）

難病モンゴルｿ}児支媛淡奏

‘鳴蚊琴奏摺 ハスバーI､ル氏
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